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空間反転対称性を破る電子流体の新奇現象

鄭　国慶／岡山大学大学院自然科学研究科	教授

　本研究計画「空間反転対称性を破る電子流体の新奇現象」の

目的は、空間反転対称性の破れと強いスピン軌道相互作用（SOI）

が織り成す新奇なトポロジカル量子現象を、(1) 空間反転対称

性の破れた（Noncentrosymmetric,	NCS）超伝導体、(2) 電場

誘起表面超伝導体、(3) トポロジカル絶縁体、において探究す

ることである。研究のアプローチとしては、連続的に SOI を制

御した NCS 超伝導体や、SOI の異なる電場誘起表面超伝導体、

及び高品質なトポロジカル絶縁体を作製し、基礎物性を明らか

にしながら新奇現象を開拓する。新規物質の詳細を明らかにす

るため、量子振動などの実験法にバンド計算を組み合わせて

フェルミ面を決定するなど、実験と理論が強い連携を図りなが

ら、3 つの物質系に共通する普遍的な概念の創出を目指す。

　さらに「界面」に注目し、A01	班、B01	班との連携を深めて、

スピン三重項超伝導体を含む接合における特異な量子状態の実

証や、トポロジカル絶縁体と強磁性体・超伝導体との接合で予

想されるマヨラナ型準粒子などエキゾチックな素励起の実証を

行う。
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に力を注ぎ、超伝導薄膜や多
結晶バルク試料の作製も行っ
てきた。銅酸化物高温超伝導、
鉄ヒ素系高温超伝導、	巨大磁
気抵抗効果、コバルト酸化物
超伝導体、重い電子系超伝導
体、空間反転対称性の破れた
超伝導体などの研究を楽しん
できた。
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